
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター 令和３年度（2021 年度）第 5 号 

 

コロナ感染拡大が続く中で、先生方は子どもたちの学びと同時に健康を守るためにも力を尽くされていることと思い

ます。先生方が、「子どもたちのためにできることは何か？」と日々向き合われている姿を思いながら、教育委員会事務局

も「子どもたち、そして先生たちのためにできることは何か？」をいつも念頭に置きながら働き方改革を進めていきます。 

アンケートの結果は先生方の思いとして、働き方改革の推進にしっかり活かしていきます。そして、今後はアンケートの

精選や、アンケート以外で先生方の声を受け取る方法の検討も進めていきます。 

今回も読んでくださって、ありがとうございました。コロナ対応、年度末の業務等でお忙しい日々と思いますが、どうぞ

お身体に気を付けてお過ごしくださいませ。 

発行：熊本市教育委員会事務局 

教育総務部  学校改革推進課 

TEL：（０９６）３２８－２７０８ 

熊本市立学校教職員の時間外勤務及び年休取得の実績 

先生方の思いをより大切にした働き方改革を進めるため、先生方の現状や思いを届けて頂きたいと考えております。 
     

募集期間  令和４年２月１５日（火）～令和４年 3月 7日（月） 
募集方法  Forms でのWeｂアンケート 

 

   管理職の皆様にお送りした依頼文に、実施手順などを載せておりますのでお手元に届きましたらご覧ください。 
   右につけている QR コードからも入れます。  

 

  

１か月の正規の勤務時間外の在校時間が８０時間を超過する教職員の状況
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下のグラフは、令和３年度 4月から 1２月における正規の勤務時間外の在校時間が１月８０時間を超えた教職員（熊

本市立学校：幼稚園・小学校・中学校・高等学校・ビジネス専門学校・特別支援学校）の数と、令和 3年 1 月から 12月

における教職員一人当たりの年間平均取得日数を示したものです。勤務時間外の在校時間は、データを取り始めた平

成２９年度からの推移をみると、かなり減少してきています。 

年休の取得日数は、平成 29年度から令和 2年度にかけて減少傾向にありましたが、令和 3年度は 12.2 日でデー

タを取り始めてから最も多くなっています。「学校改革！教職員の時間創造プログラム」と併せて、各学校での取組や各先

生方が、時間や休みを意識した働き方をしてくださっていることが分かります。 

 
教職員1人あたりの年休の年間平均取得日数　
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2 月 15 日より実施を開始いたしましたが、2 月 17 日現在で、既に約 1,800 人の先生方にご回答

いただいております。早速取り組んでいただきありがとうございます。 

第 3回 学校改革！教職員の時間創造プロジェクト会議について 

 

令和 4年 1月 28日(金)に開催を予定しておりました、第 3回 学校改革！教職員の時間創造プロジェクト会議は、延期

しました。オミクロン株の急激な拡大に伴い学校現場の負担が大幅に増加している中、オンライン会議とはいえ、学校代表プロ

ジェクトメンバーの皆様を長時間拘束することは更なる負担増につながると判断したためです。 

協議内容につきましては、第 6 号でご報告いたします。 
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